
広報奥出雲7

▲総会の様子

▲お祭りを盛り上げた「仁多御輿連」による御輿担ぎ

　
八
月
二
十
九
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
仁
多
に
お
い
て
奥
出
雲
町

交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
絲
原
徳
康
交
通
安
全

協
会
仁
多
郡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会

長
、
竹
下
正
泰
雲
南
県
土
整
備
事

務
所
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
川
島
三
成
広
域
交

番
所
長
か
ら
最
近
の
交
通
情
勢
に

つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
今
年
の
全
国
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
四
十
九

年
ぶ
り
に
七
千
人
を
切
り
、
奥
出

雲
町
の
事
故
も
物
損
を
除
き
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
依
然
、
高
齢
者

の
事
故
が
高
い
割
合
を
占
め
る
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
九
月
二
十
一
日
か
ら

始
ま
る
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
推

進
等
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
　

　
ま
た
質
疑
で
は
、
高
齢
者
の
安

全
運
転
を
推
進
す
る
組
織
の
立
ち

上
げ
、
先
般
の
豪
雨
に
よ
る
主
要

道
路
の
優
先
整
備
等
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
早
急
に
対
応
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　
こ
の
総
会
を
機
に
今
後
一
層
、

町
を
あ
げ
て
「
交
通
事
故
の
無
い

町
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
約
三
百
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇

り
、
雲
南
地
区
随
一
の
夏
祭
り
と

し
て
知
ら
れ
る
三
成
愛

宕
祭
が
、
八
月
二
十
四

日
、
二
十
五
日
の
両
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
成
保
育
所
の
園
児

に
よ
る
「
に
こ
に
こ
げ

ん
き
太
鼓
」
の
演
奏
で

始
ま
っ
た
二
十
四
日
の

本
祭
り
で
は
、
幻
の
一

夜
城
が
灯
明
の
明
か
り

で
照
ら
さ
れ
る
中
、
地

元
か
ら
は
「
仁
多
御
輿

連
」
に
よ
る
威
勢
の
良

い
御
輿
担
ぎ
、
「
仁
多

乃
炎
太
鼓
」
の
勇
壮
な

太
鼓
演
奏
、
頭
打
ち
、

子
供
盆
踊
り
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
、
町
外
か

ら
は
よ
さ
こ
い
踊
り
、

銭
太
鼓
な
ど
の
仁
輪
加

が
繰
り
出
さ
れ
、
お
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
役
場
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
ド
ン
小
西
さ
ん
に
よ
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
安
来
節
四
代
目
家
元
の

渡
部
お
糸
シ
ョ
ー
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

　
午
後
七
時
か
ら
三
成
の
目
抜
き

通
り
は
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
町

内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
方
が
、

心
ゆ
く
ま
で
お
祭
り
を
堪
能
さ
れ

ま
し
た
。

　久比須自治会・愛郷会では、平成６年から道路沿いの花壇整備、通学路安全確保のための除草
作業、国道432号沿線の法面の草刈り、ゴミ拾い等を、地域をあげて継
続的に取り組まれ、道路美化に多大の貢献をされました。
　現在では、町内のモデル的な活動団体として様々な方面で活躍中です。
　この長年の取り組みに対し８月29日、澄田知事から道路の安全、愛護
等に特に顕著な功績があった団体に贈られる「みんなでそだてるしま
ねの道づくり表彰」を受賞されました。
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酒
蔵
「
奥
出
雲
交
流
館
」
が
八

月
十
日
、
新
た
に
道
の
駅
と
し
て

登
録
さ
れ
八
月
十
八
日
、
国
土
交

通
省
松
江
国
道
事
務
所
に
お
い
て

岩
田
町
長
に
登
録
証
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　
道
の
駅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
創
意
工
夫
で
特
色
あ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
施
設

で
、
道
路
利
用
者
の

憩
い
の
場
と
し
て
全

国
各
地
域
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
酒
蔵

「
奥
出
雲
交
流
館
」

は
、
国
道
四

三
二
号
沿
い

で
交
通
の
便

も
よ
く
、
隣

接
に
は
亀
嵩

温
泉
「
玉
峰

山
荘
」
が
あ

り
、
連
日
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
で
は
、
地
元

で
栽
培
さ
れ
た
酒
米
で

七
種
類
の
お
酒
と
四
種

類
の
焼
酎
、
全
国
の
珍

味
等
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

全
国
ブ
ラ
ン
ド
仁
多
米

の
籾
摺
り
を
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
町
で
は
道
の
駅

登
録
を
受
け
、
進
入
路

の
拡
幅
、
終
日
利
用
可
能
な
ト
イ

レ
の
整
備
、
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

の
新
設
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
回
の
登
録
は
、
中
国
地
方
で

今
年
度
は
一
ヵ
所
で
あ
り
、
全
国

で
八
百
四
十
五
駅
と
な
り
ま
し
た
。

　
仁
多
中
学
校
二
年
の
神
谷
尭
明

君
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
運
転
技

術
を
競
う
ワ
ー
ル
ド
バ
イ
ク
ト
ラ

イ
ア
ル
で
、
三
位
に
入
賞
し
見
事

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
は
、
障
害
物
を
設

置
し
た
コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
す
る
種

目
で
、
足
を
突
い
た
り
、
転
倒
し

た
り
す
る
と
減
点
に
な
り
ま
す
。

　
神
谷
君
は
銅
メ
ダ
ル
を
賭
け
た

最
終
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
厳
し
い

練
習
で
鍛
え
上
げ
た
集
中
力
と
技

術
で
難
コ
ー
ス
を
ノ
ー
ミ
ス
で
ク

リ
ア
し
ま
し
た
。

　
こ
の
入
賞
で
国
別
対
抗
戦
で
も

日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
等
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
豪

国
を
抑
え
て
、
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
八
月
二
十
九
日
に
は
役
場
を
訪

れ
「
学
校
で
の
テ
ニ
ス
の
部
活
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
家
で
毎
日
練
習

し
た
成
果
が
出
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
。
応
援
し
て
も
ら
っ
た
多
く

の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
世
界
の
舞
台
で
が
ん
ば
り

た
い
」
と
岩
田
町
長
に
大
会
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
岩
田
町
長

▲多くの観光客で賑わう「酒蔵　奥出雲交流館」

▲

▲世界大会での表彰式の様子（右が神谷君）


